































支援東方協会」（Die Ostmarkhilfe für notleidende Deutschen in den 




























	 （Bracht, S. 379-386）
Wilhelm Kahle（1893-	?	）
（出所：ブラハト氏写真より）
1 	 Maria Kahle（ドイツ国会図書館電子カタログ）https://portal.dnb.de/opac.htm?method=showFullRecord&
currentResultId=Maria+and+Kahle%26any&currentPosition=92　最終閲覧2014年12月25日
2 	 Wikipedia（ドイツ語版）http://de.metapedia.org/wiki/Kahle,_Maria。最終閲覧2014年 8 月19日











前回の研究ノートで，①代校長シュニーダーテューンス（Philipp Schniedertüns: 1926-1930= 4
















その後1926/27	P. S. K.（州学務委員会=Provinzial Schulkollegium）に勤務。








































5 	 A. a. O., S. 373-374.
6 	 ヴィルヘルム・シェーファー（Wilhelm Schäfer, 1868	–	1952）:	作家。風土と歴史を結合して，国民の精
神的基盤付与に努力した。（『岩波西洋人名辞典』2013，参照）


























8 	 A. a. O., S. 376.
9 	 梅根悟『近代国家と民衆教育――プロイセン民衆教育政策史――』誠文堂新光社，1967，参照。
10	 Vgl. Harald Scholtz: Erziehung und Unterricht unterm Hakenkreuz. Göttingen: Vandenhoeck & Ruprecht, 
1985.	（Kleine Vandenhoeck-Reihe, 1512）





















表 1 -1  教員団（1926-1930）



















































St. R. Dr. Harren のみ。他は欠格だった。そこで P.S.K. は他の人員の「補助」を要請した。その結
果 Dr. Gerning（教員養成所教員）が上構学校職務担当となる。また Rosemann（国民学校古参教
員）が，音楽，図画の時間講師となっている。その後1927年に Gerning が異動，形式要件を満た
す二級教員（Stud. -Ass.）の Flören が着任。1927年より Harren に代り，二級教員 Beckermann。
これで教員団は師範学校時代と完全に入れ替わった。1928年には，一級教員 Verhoeven と一級教
員 Tesch が入り，時間講師に国民学校長 Wings と国民学校教員 Henneböle，Kauke。1929/30年











































合計 10 8 ＋（ 3？）＝11 6 ＋（ 3？）＝ 9 9？




1930年，リューテン校は二級教員 Rath と Zöllner を雇用して一級教員 4 人（Fluck，Flören，
14	 Vgl. Bracht, S. 294-295.
15	 第二次プロイセン緊縮令（1931. 12）の結果，63歳以上の教員はすべて退職させられた。また，教員の義
務時間を週24時間から25時間に引き上げ，他方生徒の受ける授業時間数を最大週30時間にまで引き下げ




民学校教師 Kauke（ 4時間，音楽），女助手 Helle（ 4時間，女子体操）の合計10名の体制を確立。
その後プロイセンの教員削減により Rath は19時間担当の講師へ。これにより，他の全教師の授
























16	 以上 Bracht, S. 317-319.











運動は「民族性の精神的・身体的地盤の新生」（ein neues Werden der geistigen und körperlichen 
Grundlagen des Volkstums）である，と18。カーレは，「信仰と教会，キリストの秘蹟に身を委ねる」


















18	 A. a. O., S. 387.
19	 シュテファン・ゲオルゲ（Stefan Anton George, 1868 - 1933）――ドイツの詩人。ライン河畔ビューデ
スハイム生。古典的古代，中世ドイツに作品世界を広げて唯物的近代世界を批判，新時代を予言する象
徴詩は，ナチスが政治利用するところとなった。（『岩波西洋人名辞典』2013，参照）



































































いる…，と。Prominente ohne Maske NEU – 1000 Lebensläufe einflussreicher Zeitgenossen, München: FZ 























マリアの弟，教員ヴィルヘルム・カーレは，授業で VDA を主題化し，UI クラス作文のテーマとした。
マリアはその後，1935年 2月，ワルター・フォン・プレッテンベルク祭で，生徒の東方植民詩を引
きながら，ヴェストファーレン出身のリヴォニア騎士団長フォン・プレッテンベルクを讃えている25。	
23	 Vgl. Bracht, S. 358.
24	 在外ドイツ人協会（Verein für das Deutschtum im Ausland）――	全ドイツ学校協会（Der Allgemeine 
Deutsche Schulverein）の後身。なお，この時代のドイツ外相シュトレーゼマンと国際法学者ブルンスの外
国ドイツ人支援については，小峰『ポーランドの中の《ドイツ人》――第一次世界大戦後ポーランドにおけ
るドイツ系少数者教育――	』学文社，2014,	ならびにSchot, Bastiaan: Nation oder Staat? : Deutschland und 
der Minderheitenschutz: zur Völkerbundspolitik der Stresemann-Ära. Marburg/Lahn : J. G. Herder-Institut, 
1988,	参照。
25	 リヴォニア騎士団――ドイツ騎士団のリヴォニア地域（エストニア，リトアニア）にあった自治的な分
























Heinemann, Manfred [et al.] (Hrsg.): Erziehung und Schulung im Dritten Reich. (Veröffentlichungen der 
Historischen Kommission der Deutschen Gesellschaft für Erziehungswissenschaft, Bd. 4)1. Aufl.  T. 1/
T. 2, Stuttgart: Klett-Cotta, 1980; Scholtz, Harald: Erziehung und Unterricht unterm Hakenkreuz. (Kleine 
Vandenhoeck-Reihe, 1512), Göttingen: Vandenhoeck & Ruprecht, 1985; 平井正	『ヒトラー・ユーゲント	:	青
年運動から戦闘組織へ』中央公論新社，2001;	増渕幸男	『ナチズムと教育	:	ナチス教育政策の原風景』東
信堂 ,	2004	などからは「民族政治科実習」の実態が浮かび上がって来なかった。




るものなので，半年に 1回は 2 - 3 日の実習を実施せよ。ナチ突撃隊・親衛隊・ヒトラー・ユーゲントお
よびヒトラー少年団においては，青年の協同精神と＜民族政治活動（nationalpolitisches Streben）＞とが
たいへん高度に統一されているので，特に数日間の野外実習の場合はこれらの団体と緊密に連携して実
施しなければならない」と（Dithmar, S. 18.）。同年10月 4 日に定められたプロイセン文部省の「民族政治
科実習（Nationalpolitischer Lehrgang）令」には，ほぼこれに近い内容が盛られたものと思われる。











1937年アビトゥーア試験（試験官：一級教員 Dr. Ferdinand Hammerschmidt，校長 Dr. Heinrich 
Steinrücke）
［この年度は，学制短縮に伴いアビトゥーアの大変更が行われた。ドイツ国文相ルストは，1936. 11. 30
















29	 バルドゥール・フォン・シーラッハ（Baldur Benedikt von Schirach, 1907 - 1974）――ナチ党の全国青
少年指導者，ヒトラー・ユーゲント指導者。1933年，全国の青少年組織を「ヒトラー・ユーゲント」に
一元化（1939年「ヒトラー・ユーゲント法」制定）した。（平井正	『ヒトラー・ユーゲント』参照）
30	 Vgl. Bracht, S. 529-530.
ライン地方のあるギムナジウム（２） 63
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	 	　その後，民族政治科実習（Nationalpolitischer	Lehrgang）について明らかになったことがある。そ
れについては，のちの回で触れたいと思う。
